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あらまし：ダブレット PCが教室内で持ち運びやすいことに注目し，対面型協調学習の支援環境を提案す
る．デジタル教科書・教材に演習問題を組み込み，タブレット PCでこれを提示し，正誤判定や達成度評
価を即時に行う．この情報を即座にサーバーに集約し，学習者間での「教える人」「教わる人」の組み合

わせを決定する．これをもとに教室内のグループ配置や情報交換すべき項目を学習者に提示し，対面型協

調学習を支援する． 
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1. はじめに 
	 文部科学省「教育の情報化ビジョン」(1)では，2020
年を目標に全国の小中学校の全生徒にタブレット型

端末を配布し，デジタル教科書を導入することを検

討している．また従来の集合学習に加え，個別学習

や共同学習の導入と拡充を示しており，これを実現

する手段の一つとしてタブレット PC の利用を挙げ
ている．またこれらの先進的教育のパイロットプラ

ンとして，総務省のフューチャースクール事業(2)や

文部科学省の学びのイノベーション事業(3)が現在展

開されている． 
	 IT を利用した協調学習である CSCL (Computer 
Supported Collaborative Learning)(4)では，1990年代か
ら多くの研究成果が発表されてきた．これは当時普

及してきたインターネット接続を背景に，ネット上

のサーバーを CSCL活動の中心とし，この上で各種
情報を集約・分析したり，学習者の支援を行うとい

う提案が多い．協調学習支援機能が豊富と言われる

オープンソース LMS の Moodle には，電子掲示板，
オンラインチャット，投票，ピアレビュー，日誌，

共同辞書など多くの機能が実装されている． 
	 これに対し，今後普及が見込まれるタブレット PC
では，教材などの情報はタブレット PC 上にローカ
ルに保存され，学習者はそれを用いてオフライン環

境でも学習を行うことができる．また必要に応じて

オンライン状態に切り替え，サーバーと情報交換を

おこなう． すなわち情報システム分野において，ス
タンドアロン PC と端末の中間にあたる，リッチク
ライアントの特性を持つ． 
	 タブレット PCを用いた場合，CSCLは Webブラ
ウザの利用を前提とした e ラーニングと比較して，
若干異なる特質を持つと予想される． 

l 学習者が閲覧する情報に，他の学習者の発言やイ
ンターネット上の情報資源だけでなく，電子教科

書や辞書といったタブレット PCにローカルに保
存されている情報資源が加わる．このため，ネッ

ト上の資源とローカルな資源を関連付ける機能

が要求される 
l タブレット PC は従来の PC に比べ，GPS／角度
／マイクなど各種センサーによる情報取得が可

能である．また，カメラを用いた画像撮影が可能

である．これらにより，議論を含む学習活動の様

子を容易に記録できる 
l タブレット PCは可搬であり，それを用いる学習
者と一緒にどこへでも移動可能である．このため

学習者の移動を妨げない 
l タブレット PCは小型であり，対面型の議論や共
同作業の妨げとならない．タブレット PCを見て
各種情報を参照しながら，他の学習者との共同作

業ができる 
 
現状の CSCLが持つ問題点として，特にデスクト

ップ PC ではそれを持ち運ぶことができないため，
学習者のグループは座席を固定したまま「仮想的な

空間で」メンバーが集まらざるを得ない．これに対

しタブレット PC を用いた学習では，上記の特性を
活かして学習者が自由に座席を移動し，対面の学習

者グループを構成することができる．現状でも PC
を用いた協調学習支援環境は存在するが，上記の特

質を利用することで，現在より効果的な CSCL環境
を構築できる可能性がある．本稿ではタブレット PC
のこういった特性に注目し，一般教室で実施可能な

対面型協調学習の支援環境を提案する． 
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2. 提案機能 
	 筆者らは，教室内において学習者が自由に席を移

動しながら対面型の協調学習を行う事を想定した．

学習は次のように進展する．	 

(1) クラスの学習者全員がデジタル教材を用いて単
元を学習する．このなかで，クイズ等に解答し，

学習達成度を示す	 

(2) 全員がタブレット PC に記録された学習達成度

をサーバーにアップロードする	 

(3) サーバーは当該情報を利用し，学習者を「教え
る人」と「教わる人」に分類し，学習者グルー

プを構成する．またこの際，教える人と教わる

人の座席位置を併せて指定する	 

(4) 学習者全員はサーバーが指定した座席に移動し，
共同学習を行う	 

 
2.1 学習達成度の評価 
	 学習達成度の評価方法として，以下の二つの方法

をとる．	 

l テストや問題の解答結果を用いる方法 
l 自己申告による理解度の報告 
デジタル教材の利用では即時的に正誤判定を行える

事や学習履歴を保持できる事が可能なため，容易に

達成度の評価を行う事ができる．しかし，問題に正

解した場合でも理解度は個々で異なるため，自己申

告という形でどの程度理解しているかという情報を

集めることで調整を行う． 
 

	 図１	 学習達成度の評価 
 

図１のように，学習者が取り組んだ演習問題の結

果を用いて達成度の評価を行う．学習者が解答した

ら即時的にフィードバックとして解答結果から算出

された理解度レベルの提示を行う．このフィードバ

ックに対して，学習者は自身が取り組んだ演習に対

して十分理解しているかの情報を入力し，情報を送

る．この二つの情報を元に，個々の学習達成度を調

整し，協調学習支援に利用する． 
 
2.2 対面型協調学習支援機能 
	 図１で取得した達成度情報を元に，学習者間で

「教える人」「教わる人」を決定する．達成度評価の

提供方法として図２のような座席表を用いる事を想

定している．座席表を用いる事により，どこにいる

学習者が理解しているかを視覚的に即座に把握する

事を可能とする．また，本システムでは対面学習と

いう事で学習者が席を自由に移動する事を想定して

いるため，教員がどの生徒がどこにいるのかを把握

するために，学習者は移動した場合に，自身がいる

席をタッチする事により座席表を更新していく． 
 

 

 
図２	 座席表を用いた共同学習者の指定 

 
 
3. おわりに 
	 今回提案したシステムを導入する事で以下の様な

効果を期待する． 
l 上位群に分類される学習者は他者に「教える」
という事で自身の理解度を深める． 

l 下位郡においては，誰に聞くべきかの把握が容
易となるため，効率的な学習が可能となる． 

 
また，今回提案したシステムでは，学習達成度の

高い学生と低い学生のマッチング支援機能となって

いる．そのため，実際に導入し，協調学習を行う際

の支援機能がないため，今後は開発を進めていくと

ともに学習するための支援機能の考案開発を行って

いく予定である． 
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